
長崎県の基盤整備事業の効果事例集（その４）長崎県の基盤整備事業の効果事例集（その４）

１．１．平成２７年度平成２７年度 農村振興局長賞受賞農村振興局長賞受賞 山田原地区山田原地区（雲仙市）・（雲仙市）・・・・・・・P1P1

●新規作物（ブロッコリー）の導入と氷詰め出荷による販路拡大で一大産地を形成。●新規作物（ブロッコリー）の導入と氷詰め出荷による販路拡大で一大産地を形成。

２２ 平成２８年度平成２８年度 農村振興局長賞受賞農村振興局長賞受賞 小豆崎地区小豆崎地区（諫早市）（諫早市） P5P5

農業農村整備優良地区コンクール 農業生産基盤整備部門

３年連続受賞

平成２８年６月２９日

長崎県農林部

平成平成３０年３０年６６月月
長崎県・長崎県土地改良事業団体連合会長崎県・長崎県土地改良事業団体連合会

２．２．平成２８年度平成２８年度 農村振興局長賞受賞農村振興局長賞受賞 小豆崎地区小豆崎地区（諫早市）・（諫早市）・・・・・・・P5P5

●地区外からの担い手を受入れ、耕作放棄地の解消による農業生産団地を形成。●地区外からの担い手を受入れ、耕作放棄地の解消による農業生産団地を形成。

３．３．平成２９年度平成２９年度 全土連会長賞受賞全土連会長賞受賞 溜水・妙見地区溜水・妙見地区（雲仙市）・（雲仙市）・・・・・・・P8P8
●営農者５４人全員が専業農家。３９名の認定農業者のうち３１戸が後継者あり。●営農者５４人全員が専業農家。３９名の認定農業者のうち３１戸が後継者あり。
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・作付面積の増 （136.5ha →176.7ha）

・耕地利用率の増 （135.1% → 186.8％）

・担い手の利用集積面積

6.3ha(6%) → 22.7ha(23%)

・認定農業者の増（23人→68人）

・農業産出額の増（2.2倍）

（H9） （H25）

1,953千円/ha → 4,298千円/ha

・波及効果：山田原第2地区

【高収益新規作物の導入】

・九州随一のブロッコリー産地の形成

H8：0.0ha → H25：84.6ha、1,130t

H27年度 販売額６億円を突破

・畑地かんがいの効果

他市場の端境期に高価格の出荷が可能

・氷冷箱詰め出荷による鮮度保持

・共同選別による品質の均一化を実現

・環境保全型農業で農産物の付加価値を向上

【生産基盤整備の効果事例】 県営畑地帯総合整備事業 山田原地区
平成27年度 農業農村整備優良地区コンクール 農村振興局長賞受賞

整備前 整備後

積

波及効果 山田原第2地区

（H24～H31、A=55ha、ブロッコリー）

環境保全型農業で農産物の付加価値を向上

・関西及び中国地方へ販路を拡大

農地面積

A=99.1ha
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大型トラクターによる耕耘作業

散水状況①

散水状況②土づくり状況 収穫状況②

生産基盤整備の効果事例 山田原地区 整備後の営農状況（ブロッコリー）

収穫状況①

定植状況 収穫・運搬状況霜よけ状況
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・選果場に製氷機を設置し、発砲スチロールの箱に氷詰めで出荷。

・ブロッコリーの鮮度を保ちながら、市場へ輸送。

・首都圏向けの出荷が可能となり、一大産地を形成。

生産基盤整備の効果事例 山田原地区 ブロッコリーの一大産地を形成
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・耕作放棄地の解消（23.8ha）
・作付面積の増（20.3ha→43.4ha）
・耕地利用率 （57.1%→140.8％）
・地区外担い手の参入（14経営体）

・認定農業者の増（14人→24人）
・担い手等の利用集積面積
（2.71ha(7%)→30.63ha(79%)）

畑地かんがい施設整備による効果
・施設園芸（ハウス）の増加
・新規作物の導入（ホウレン草など）
・反収の増、労働時間及び生産費の減

その他の効果
・後継者の育成、栽培技術の向上
・雇用の創出、周辺地域への波及

整備前 約6割が耕作放棄地
受益面積

約8割を担い手に集積整備後

【生産基盤整備の効果事例】 県営畑地帯総合整備事業 小豆崎地区
平成28年度 農業農村整備優良地区コンクール 農村振興局長賞受賞

積

耕作放棄地

地区除外地(既存ハウス)

受益面積

A=38.9ha

23.8/38.9=0.61

地区除外地(既存ハウス)

担い手へ集積

30.6/38.9=0.79
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ばれいしょの植付

ばれいしょの収穫

たまねぎの収穫たまねぎへ散水

建設中のハウス

菊の栽培状況

生産基盤整備の効果事例 小豆崎地区 整備後の営農状況

2

にんじんへ散水 にんじんの収穫 新規導入のホウレン草
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・作付面積の増 （ 67.7ha →  85.8ha）

・耕地利用率の増 （164.3% → 219.4％）

・認定農業者の利用集積面積

9.3ha(24%) → 34.1ha(87%)

・農地所有者86人（営農者54人全てが専業）

・32名が全農地を認定農業者に貸付（6.6ha）

・認定農業者の増（6人→39人）

後継者：2世代営農25戸 3世代営農6戸

【畑地かんがい施設整備による効果】

・産地化・ブランド化（レタス）

H13：2.5ha、46t → H27：30.2ha、1,080 t

・反収の増（レタス）86％増

H 9：1.93t/10a → H27：3.60t/10a

【その他の効果】

・地区外への出作による規模拡大

・波及効果：雲仙市で2地区目、その後2地区

完成（138ha）、実施中6地区（370ha）

【生産基盤整備の効果事例】 県営畑地帯総合整備事業 溜水・妙見地区
平成29年度 農業農村整備優良地区コンクール 全土連会長賞受賞

整備前 整備後

積

・後継者：2世代営農25戸、3世代営農6戸 完成（138ha）、実施中6地区（370ha）

農地面積

A=39.1ha
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【生産基盤整備の効果事例】 溜水・妙見地区 営農状況の改善

レタスの収穫・
運搬・出荷状況①

レタスの収穫

整備前 整備後

2

レタスの収穫・
運搬・出荷状況②

馬鈴薯の収穫・
運搬・出荷状況
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Ｈ29～Ｈ33 長崎県の農地基盤整備（区画整理）事業 予定位置図

向月（田）H29
A=22ha
大野（田）

事業予定地区（畑）

凡 例

事業予定地区（田）

事業実施中 （畑）

面積(ha)

598
80

894

（Ｈ30.11現在）

駄野（田）H29
A=65ha

A=51ha
正久寺（畑）H29

A=90ha
面高（畑）

長田東部（畑）

A=19ha
鈴田・内倉（畑）

向月（田）H29
A=14ha

A=23ha
宮長（畑）H30

A=22ha

木田（田）
A=25ha

事業実施中 （畑）

事業実施中 （田）

894
265

（H○○は新規採択地区）
Ｈ28,Ｈ29完了地区

丸田（畑）

A=51ha

A=28ha
下岳（畑）

A=90ha

A=52ha
長田東部（畑）

A=14ha
小迎（畑）H30 A=34ha

宮田（畑）H29

A=95ha
松崎（畑）

A=124ha
払山・出口（畑）

寺脇（田）H29
A=57ha

木田（田）
A=25ha

A=50ha
飯盛南部後田

A=29ha
丸田（畑）

A=28ha
下岳（畑）

A=114ha
桃山田（畑）H29

A=46ha
岡南部（畑）H30

A=80ha
津波見（畑）

A=30ha
馬場（畑）

A=95ha
松崎（畑）

A=27ha
宇土山（畑）

A=30ha
富江第１（畑）

A=33ha
中原（田）

A=42ha
八斗木（畑）
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